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  インフラ整備と都市計画（大阪を中心として） 

       ―関西のインフラ整備を進める会（資料）― 

2024/04/16  平峯 悠（於：キャッスルホテル） 

―目次― 

  １．価値観の違い 

      ・クルマ社会への疑問 ・路面電車 ・都市居住と景観など 

 

  ２．都市計画についての大きな誤解 

      ・仰天した「大阪都市計画局」 ・都市計画への誤解 ・都市計画と都市計画

行政の混同 ・都市計画のこころ 

 

  ３．先人達の都市への思い 

      ・劣悪な環境解消 ・居住空間と生活圏 ・都市の歴史と原型 ・美観形成 

 

  ４．これまでの大規模プロジェクト 

      ・大都市問題への対応 ・国土計画との整合 ・大規模プロジェクトの終焉 

      ・後れをとったか関西 

 

  ５．人口減社会への対応 

      ・首都圏の価値観は歪んでいる ・地域別人口から見た関西圏 ・定住と交流

人口 ・定住要件と都市の魅力度 ・大阪圏の遅れ 

 

  ６．都市再生 

      ・いつまで続く経済活性化 ・車社会からの脱却 ・都市インフラ 

 

  ７．都市の歴史を知り未来につなぐ 

      ・地域の歴史を知らない ・地域、都市のキャラクターは計画の原点 

 

  ８．都市計画とインフラ 

      ・都市計画とは？ ・産業構造とインフラ ・公共空間（街路空間の再配分）  

・直面する最大の課題は「公共交通」 ・ヨーロッパ都市を学び直す  
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3．先人の都市に対する思い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大正 12 年（1923）頃の大阪 

【要旨】 
・大阪市を全国のリーダーとして強く意識。近代都市としての都市計画をつくる 
・衛生状況の改善＝用途地域、自動車の増加に対応と交通状況の解消＝街路整備、市

電の活用、都市美観の実現＝高度地区容積制等の導入 
・人々の暮らしや生活環境の改善＝生活圏と住環境を重視、土地の整序＝区画整理 
大阪の歴史的原型を前提とした都市改変（城下町、上町大地） 

・都市自治権の拡大と都市専門官僚制の成立 
・都市のインフラとしては、放射環状型道路網を基本とする。 



3 
 

大阪府主要プロジェクト図（1995 年版） 

 
 
 
 
 

1995 年以後完成 
・第二名神高速道路（現在枚方市域工事中） ・第二京阪道路 ・第二阪奈道路 
・南阪奈道路 ・阪神高速大和川線 ・竜華操車場跡地開発 ・吹田操車場跡地 
未完成プロジェクト 
・淀川左岸線（一部工事中） ・阪神高速第二環状（計画断念） ・関西大環状線 
・北大阪急行延伸 ・大阪モノレール南南伸 
（北陸新幹線、リニア中央新幹線） 
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大阪市主要プロジェクト集（1998 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1998 年以後完成（主要プロジェクト） 
・うめきた開発（第一期完成）・ＵＳＪ開発 ・湊町、阿倍野再開発事業 ・西梅田 
・テクノパーク ・中之島西部地区（継続） ・扇町開発 ・生野区南部 
・国際会議場 ・片福連絡線、大阪東線（昭和 46 年都市交通審議会答申） 
継続中及び新規プロジェクト 
・淀川左岸線 森ノ宮開発プロジェクト 
 
―大正期以来継続してきた都市改変（建物更新、再開発、街路整備等）― 
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５．人口減社会への対応 
・2008 年（平成 20）をピーク 
  12，810 万人 
・消滅可能都市（2015 年） 
若年女性人口変化率：－50％以上の都市を消滅可  

能都市 
 大阪府：能勢町、豊能町、千早赤坂村、河内長野 
市、河南町、岬町、富田林市、西成区、大正区、  
住之江区、中央区、柏原市、寝屋川市、浪速区 

地域別人口分布 

・大正期はほぼ均等に分布 
・急激な人口増は南関東、近

畿、東海で収容 
 
・今後の人口減はどの地域で

顕在化するか。その影響は。 
 
 
 
 

 
 

南関東：東京、神奈川、千葉、埼玉 畿内：大阪、京都、奈良 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口減社会への対応 
・首都圏の価値観や考え方で見ない。 ・人口減少の詳細（何処で、原因は、問題は） 
・少子化、長寿化、晩婚化、核家族化、高齢単独世帯の増加と都市化とライフスタイル。 
 
《基本的な対応》 
・定住人口の維持・増加と交流人口による賑わいの創出→都市計画の理念そのもの。 
・定住の要件とは何か。都市計画の観点から定住の要件は、 
①良好な住宅環境、良好な公共空間があること（まち並み、自然的環境、公園・緑地） 

②安定した雇用・働く場所があること  
③良好なコミュニティーが存在すること  
④歴史や伝統、文化を享受できること（イベント含む）  
⑤移動・交通が確保できていること ⑥育児環境、学校教育環境 

【都市の魅力度の向上】 【都市の適正規模】 
 シビックプライドランキング（読売広告社）：西宮、箕面、吹田、明石、神戸・・・ 
   大阪に魅力はないのか？堺市は？ 
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６．都市再生 
 

                       平成 15 年 2 月 4 日 

 

 

 

 

 

  （中心市街地への投資）  （ＮＰＯの育成強化）  （小さな地区計画） 

 

   “稚内から沖縄・石垣島まで” 

 

 大阪における都市再生プロジェクト 

 ・大阪市域：中之島、湊町・難波、新大阪、阿倍野、コスモスクウェアなど 6地域 

 ・大阪府域：堺市、千里中央、高槻、枚方 

 

 

 

             

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市再生戦略チーム 

戦略的ナショナルプ

ロジェクトの展開 
（国際競争力回復） 

市民に直結した生活

都市づくり 
（草の根まちづくり） 

美しいまちづくり 
（電線地中化、緑陰

道路、横丁・路地） 

《都市再生の評価》 
・まちづくり交付金獲得のための手段―国主導のプロジェクト 
・都市中心部の再開発競争→超高層ビルの乱立、経済優先・効率重視 
・美しいまちづくりは後回し。 

《都市再生再考》 
・都市インフラ＝社会的共通資本：豊かな生活を営み優れた文化を展開し､人間的に魅

力のある社会を持続的安定的に維持することを可能とするような自然環境と社会的

装置をいう。 

・都市ルネッサンスとして都市の方向を再構築する。 

 【車社会からの脱却】【混合用途のメリット評価】【職住近接の再評価】 

 【公共空間を取り戻す】 

・クルマの規制強化 

・人の空間・公共空間の確保（街角広場、歩行者道）、街路空間の再配分 

・地区計画制度の見直し 

・道路の地下化、インフラの新たな活用 
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地域イメージ系

・都市のイメージ

・自慢行政

・キャッチフレーズ

・郷土気質

・まちづくり先覚者

歴史・地域遺伝子系

・歴史的遺産

・地域の遺伝子

・伝統的文化

・伝統的行事

・信仰施設（神社仏閣）

・老舗、名物、味覚

地域活動系

・生産施設

・商業サービス施設

・交通情報施設

・文化スポーツ施設

・景観、特殊景観

・フェスティバル、イベント

・特産物

風土景観系

・山水風景（丘、山、川等）

・植生動物

・気候景観

・海洋風景

・地勢景観

・自然、公園

都市・地域の特性を造り出す要素

都市の特性（キャラクター）＊ 
・歴史的に形成されてきた土地即ち「都市」には特性や個性が形成される。 
都市計画の前提として、永年形成されてきた都市のイメージ・キャラクターを強

調発展させるため、どの要素に重点を置き今後の指針にするかを明確にする。 

７．都市の歴史を知り未来につなぐ 
 都市・地域の特性 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

 
大阪市及び周辺都市の特性は？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

歴史・伝統文化及び地域資源 
・地域に関与する人達にとって、知っておかねばならない基本的事柄 
・「市史」の重要性 
・地域遺伝子：人々の暮らし、生活の基盤として維持、継続、伝承されてきた地域固有の

因子 
・地域遺伝子は、①地域の成り立ち ②暮らしの中 ③伝統・伝承文化 ④教育その他の

中に見いだすことができる。 
 
   町衆によって守られ継続してきた都市の哲学・伝統 
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８．都市計画とインフラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《参考》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画とは 
歴史的に形成されてきた「土地」の上に（＊）、人々の生活や暮らしを豊か

にするため、その時々の社会の要請に基づき、必要な施策は何かを明示し､

それを具体化すること、をいう。 
「土地の整序（区画整理、市街地整備等）」「都市施設（交通施設・広場・

公園等）」「建物の整備更新」 

現在の都市とは 
 人口集積の原点としての中心核をもち、それを人々は伝統として認識し、 
その上で一定規模の「業務施設」「商業施設」「利便施設」「居住施設」等必要

な都市的施設を有する地域。 

石川栄耀：1893～1955、内務官僚、名古屋市、東京都その他 

     早稲田大学研究室で戦後 150 の都市を見て歩く 

「都市計画」は「計画者が都市に創意を加えるべきものではなくして」それ

は都市に内在する「自然」に従い、その自然が矛盾なく流れうるよう手を貸

す仕事である。これを生態都市計画という名を与えたい。 

わが国の都市が極めて不定なものであり我々の態度が「生態的」であるとす

ると―何か方法論としてその辺に考えがいきそうに思える。 
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《最後に》 
 都市計画は大変地味で、時間を要する行為である。しかも特効薬がないという意味では、

「漢方医、漢方薬」に比すことができる。 
→「町医者・赤ひげ的都市計画家」の必要性（伊藤滋） 

 
 ヨーロッパ都市を「学び直す」 
 
 大阪が生きる道は、母都市大阪の都市再生と地域連携、広域連携 

都市及び都市計画とインフラ 
・産業革命は第二次産業への構造転換→基幹インフラは鉄道、道路 
・第三次産業の発展は、鉄道・道路に加え通信インフラを不可欠なものにした。 
・これまでの産業構造を支えるインフラは概ね整備された。 
 
｛今後必要となるもの｝→コロナによる変化の顕在化 
 ・情報産業を支えるインフラ 
 ・新しい産業或いは産業構造に応じたインフラ 
 ・都市定住と交流に必要なインフラ 
  都市の公共空間（公園・広場、人間の空間）、歴史と地域資源を活かしたまちづく

りに必要なインフラ。交流空間、美観・景観 
  ―公共空間の創出、街路空間の再配分― 
 ・公共交通 
 ・組織や仕組み：府県市、住民・市民、ＮＰＯ等及び民間企業の役割分担 
 


